返信は川口まで　FAX: 03-3820-5955／e-mail: m.kawa@shimz.co.jp

地盤材料の化学試験に関するアンケートへのご協力のお願い

（社）地盤工学会基準部会室内試験規格・基準委員会化学特性ワーキング

主査　川地　武

土質試験法の一部に化学試験が取り入れられて４０年が経過いたしました。化学試験から得られるいろいろな情報は土質の横顔を評価する上で重要なものとなっております。化学試験の目的、試験の項目、試験方法も、その時代のニーズを取り入れて変遷を経ており複雑かつ高度なものになってきています。また、国際調和の動きにも配慮する時代となってきました。（社）地盤工学会では今後の化学試験の方向を探るため、試験に関するニーズや試験方法のレベル、グレードさらには試験方法の習得やデータの取扱いの為の教育も議論の対象としております。そこで、地盤材料の化学試験に対する皆様方の運用実態、ニーズやお考え等を広く収集し、今後ユーザーに積極的に活用される基準を検討していきたいと考えております。つきましては、日頃から地盤材料の試験・評価に携わっております皆様方によりまして本アンケートにお答え戴きたくよろしくお願いいたします。


アンケート

設問の答えの番号や記号を回答枠にお書き下さい。その他特記事項は所定欄に記入下さい。


Ｑ１
地盤材料の機関独自で化学試験を実施されていますか

（１）はい　→Ｑ２へ　　（２）いいえ　→Ｑへ１２

Ｑ２
化学試験の実施頻度はどの程度ですか（１つまで）

（1） 毎日　（２）週２～３回　（３）週１回　（４）月１～２回　

（５）年数回　（６）ほとんど実施しない


Ｑ３
化学試験の実施目的はどの項目が該当しますか。（３つまで）

（１）研究・開発　（２）施工計画の為の室内試験　（３）施工管理　（４）受託分析業務　（５）地盤調査　（６）土壌汚染調査　（７）不動産評価　　　　　　（８）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ４
既存の化学試験法には以下の６つの方法が規格化されています。それぞれの使用頻度はどの程度でしょうか。（１）よく使う。（２）時々使う。（３）使用しない。

４－１　土懸濁液のｐＨ試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　  4-1   4-2   4-3 

４－２　土懸濁液の電気伝導率試験

４－３　土の水溶性成分試験

４－４　強熱減量試験                                           4-4   4-5   4-6

４－５　土の有機炭素含有量試験

４－６　粘土鉱物判定のための試料調整

Ｑ５
Ｑ４－１で（１）、（２）を選択した方に伺います。「土懸濁液のｐＨ試験」では基準による方法の他に次の方法が記載されています。通常使用されている試験方法に○、不要と思われる試験方法に×印を枠に記入してください。（どちらでもない場合は空欄）

（1） 基準による方法（蒸留水（イオン交換水）－ガラス電極式ｐＨ計法）

（2） 試験紙による方法　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)   (2)   (3)   (4)

（2） 塩化カリウムによる方法（土壌肥料学法）

（3） 過酸化水素水を用いる方法（酸性硫酸塩土法）

Ｑ６
Ｑ４－３で（１）、（２）を選択した方に伺います。「土の水溶性成分試験」では基準による方法の他に次の方法が記載されています。通常使用されている試験方法に○、不要と思われる試験方法に×印を枠に記入してください。（どちらでもない場合は空欄）

（1） 基準による方法（蒸留水（イオン交換水）－フレーム原子吸光・イオンクロマトグラフ法）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (1)   (2)   (3)

（2） 過酸化水素水処理土の硫酸塩含有量試験・硫化物含有量試験

（3） 環境庁告示４６号法

Ｑ７
Ｑ４－５で（１）、（２）を選択した方に伺います。「土の有機炭素含有量試験」では基準による方法の他に次の方法が記載されています。通常使用されている試験方法に○、不要と思われる試験方法に×印を枠に記入してください。（どちらでもない場合は空欄）

（1） 基準による方法（炭素量測定装置ＴＯＣ法）　　　　　　　　(1)   (2)   (3)

（2） 重クロム酸法（旧ＪＧＳ法）

（3） 腐食含有量試験方法（旧ＪＧＳ法）

Ｑ８
Ｑ４－１～Ｑ４－６で（１）、（２）を選択した方に伺います。試験法として規定されている試験方法、分析機器等で実際の試験を行う際に不具合を生じる場合やよりよい方法として独自に改善されている場合などございましたら下記にご記入ください。

改善されている項目に○を付け、具体的に記入ください。（　）全体共通、（　）４－１、　（　）４－２、（　）４－３、（　）４－４、（　）４－５、（　）４－６


Ｑ９
地盤材料に対する化学試験法の整備のため今後地盤工学会に対して次の項目の成果に対してどの程度の活用を希望されますか。（１）積極的に希望する（２）希望する（３）有れば使うがそれほど希望しない（４）希望しない

９－１　試料調整法や前処理に関する規格化

９－２　試験項目を拡充し規格化（具体的な内容についてご記入ください）

９－３　現在の6つの試験法（４－１～４－６）に規定されている試験方法の見直しや追加（どの試験法のどの方法についてこのようにしたいと具体的に記載してください）

９－４　試験結果の信頼性向上のための施策等

９－５　教育・訓練に関する施策等

Ｑ１０
信頼性の高い試験結果を得ることは非常に大切なことですが、そのために実施している方法や体制は以下のどれが該当しますか。（複数選択可）

（1） ISO9000シリーズの認証を受けているため、その規定事項に則して管理している

（2） 分析作業者のポテンシャル維持のために講習している。
（3） 機器の定期的整備をしている。

（4） 機器を定期的に校正している。

（5） 外部機関とのクロスチェックをしている。

（6） 誤差範囲を定め、異常値の再実験をルール化している。

（7） 再現性確認をしている。

（8） 分析作業者と分析責任者を明確にし、データ精度管理をしている。

（9） その他（次ページに記入欄）


Ｑ１１
化学試験を実施するための訓練方法としては、どのようなことをしていますか。（複数回答可）

（1） 特にトレーニングはしていない。

（2） 地盤工学会の試験法に基づき、機関独自で実験装置等を設定、独自に実施している。

（3） 新規の分析担当者には前任者等からＯＪＴなどにより指導教育（伝承）している。

（4） 分析担当者の講習会等への出席により教育している。

（5） 値付けされた標準試料等により、精度管理訓練をしている。

（6） 分析を専門としている機関から教育を受けている。

（7） その他


Ｑ１２
地盤材料の化学試験について外部機関に委託試験をしていますか。

（1） はい　（２）いいえ→Ｑ１４へ

Ｑ１３
外部機関への委託の際には、その機関の精度管理等に配慮されていますか。

（1） はい　（２）いいえ

Ｑ１４
その他化学試験の規格化に関する事項でご意見、ご要望等ございましたらコメントをお願いいたします。

ご記入いただいた方のご連絡先を差し支えなければお書きください。

ご所属

お名前　　　　　　　　　　　　連絡先（E-Mail）


ご協力ありがとうございました





アンケート返信先　FAX: 03-3820-5955／e-mail: � HYPERLINK "mailto:m.kawa@shimz.co.jp" ��m.kawa@shimz.co.jp�


清水建設㈱技術研究所　〒135-8530　東京都江東区越中島3-4-17　担当　川口正人　宛





８月２１日までにご提出ください








